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ひたちなか海浜鉄道 那珂湊駅  ひたちなか市釈迦町22-2
TEL 029-262-2361　FAX 029-262-5866

湊線沿線の「いま」がわかる!  応援団facebookページ 「いいね！」9,280名を達成しました! 
【応援団関係】
◇フェイスブック　http://www.facebook.com/MinatoLineSupporters
◇ツイッター　 http://twitter.com/keha601
◇応援団HP　 http://minatosen.com（湊線どっと混む）

【海浜鉄道関係】
◇ホームページ　http://www.hitachinaka-rail.co.jp/
◇ツイッター　 http://twitter.com/minatoline

※「ひたちなか海浜鉄道」「おらが湊鉄道応援団facebook」でそれぞれ検索もできます。
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駅の環境整備ありがとうございます

※朝8：30（中根駅は7：30、高田の鉄橋
　駅は8：00）から実施します。

　ことし2回目となる那珂湊
駅西側のハマギク花壇の下草
刈りが、7月10日朝、周辺自
治会の皆様のご協力で実施さ
れました。写真は作業終了
後、花壇前を通過する列車に
手を振る皆さんです。

　今年も那珂川上流小砂(こいさ
ご)ムラから、カッパくん達2人が
泳いで那珂湊駅にやって来まし
た。
　今年は立ち姿の1人はフェイス
シールド、ベンチに腰掛けるもう
1人はマスクを付けています。到
着後、早速お客様との記念撮影に
収まっていました。ここで夏を過
ごすようになって早くもも9回目
です。9月中旬頃まで滞在の予定
です。

　7月26日(月)まで勝田駅東口win-winビ
ル1F・市民ギャラリーで「湊線写真・絵
画展」を開催しています。時間は午前10
時～午後8時まで（26日は午後4時）。写
真、絵画のほか、湊線資料や昭和の観光
絵葉書などを展示しています。

■8月1日（日）
　午前9時～11時頃まで
■那珂湊駅1番線ホーム

野菜と干物の朝市
毎月第一日曜日に開催 ※ホームへの入場は無料です。

それでも、この町で、この場所で
さん小　川　楽　生MMM 共同代表

ハマギク花壇の下草刈り
ありがとうございました

新型コロナウイルス終息まで ともに頑張りましょう！

夏バージョン硬券フリー切符＆応援券を発売中
　8月末日まで、湊線応援企画の「湊線応援券」と「特
製硬券1日フリー切符」の夏バージョンを那珂湊駅と勝
田駅湊線窓口で販売します。セット価格は通常1,000
円ですが、現在は、ひたちなか市の補助事業により、
通常のフリー切符と同様に600円で購入できます。
　夏バージョンのフリー切符はちょっと大きい
「C型硬券」、応援券は青々とした田園地帯を
走るロックトレイン(ミキ300-103）です。四
季毎に発行される応援券4種類を揃え、那珂
湊駅窓口に呈示された方にはプレゼントを差し
上げます。※切符には当分の間、旧価格が印
刷されています。

見本

運賃
改定

見本

「乗車証明書」でおトク!
★乗車証明書は、湊線に乗車したお客様に駅員また
　は応援団が発行する乗車特典のサービスです。証
　明書を参加店舗に提示することにより各店独自の
　優待が受けられます（スタンプ当日限り有効）。
　現在沿線100店（施設）近くが参加し、お買物
　や宿泊などで優待があります。
★サービスは乗車当日なら、何店でも利用できます。
★参加店は那珂湊駅待合室に置かれたチラシ、証明
　書に印刷されたQRコード、海浜鉄道HPまたは
　応援団facebookページでご確認ください。
★乗車証明書裏面に印刷されたQRコードで湊線時
　刻表と応援団facebookページも確認できます。

　新型コロナウイルスの感染拡大がいまだ衰えを見せない中、昨年は中止になった市内の
一部イベント等が、感染予防対策を講じたうえで2年ぶりの実施にこぎつけました。一方で
国営ひたち海浜公園で8月中に5日間開催予定だったROCK IN JAPANは開催を断念、
那珂湊の夏の風物詩・八朔祭りは今年も社頭祭のみに。自治会単位の夏祭りなども開催を
見送りました。

　阿字ヶ浦・平磯海水浴場の開設期間は7月22日から8
月22日まで。姥のふところの開設は見送られました。酒類
の持ち込みや販売は自粛が求められています。県内での開
設は、大洗サンビーチを入れて3か所のみです。

26日まで 湊線写真＆絵画展

オンライン開催が主
体になったひたちな
か祭りのロゴマーク

新しいカタチで！ 2年ぶりの夏イベント

期間限定 600円で発売中（こども300円）
湊線1日フリー切符 通常1,000

円を

《海水浴場》
　第27回ひたちなか祭りは、
YouTubeライブによる、オン
ラインでのお祭り「HITACHINAKA ONLINE FES 
2021」として8月21日、15時から開催（中継）され
ます。  
　テーマは「New！笑顔で彩る希望のヒカリ」。
　当日は屋外サテライト会場（ひたちなか商工会議所
会館隣・市営勝田中央駐車場）で、感染防止対策を講
じ、イベントブースも設けられますが、事前収録や当
日の中継を行い、バラエティー番組のような配信と自
宅から参加できる内容となる予定です。

《ひたちなか祭り》

　21日夜は、市内複数会場で打ち上げられる花火大
会も中継されます（雨天の場合は22日）。打ち上げ場
所は非公開、無観客での実施になリます。花火が「希
望のヒカリ」になればと、実行委員会では語っていま
す。中継視聴者はのべ1万人を見込んでいます。
　開催情報は「ひたちなか祭り 2021」で、スマホや
PCで検索できます。
　

《花火大会中継も》

　那珂湊駅や湊線車輌内、那珂湊地区商店街などを作品会
場にして美術作品や映像作品が展開されるアートイベント
「みなとメデイアミュージアム（MMM）」の会期は8月30日
から9月11日までの13日間。
　今年は「語り得る可能性のすべて」がテーマで、12組の
アーティストが出品予定。

《みなとメディアミュージアム》

一面青田拡がる中、中根駅に到着（7/19）

吉田社長
聖火ランナーに

海水浴場・ひたちなか祭り・MMM

　作品制作のあいまに、サンダルをつっかけて
夜の那珂湊を歩く。コンビニで買ったサイダーが
弾けるたびに、夏がやってきたなと思う。そんな
季節が、今年もやってまいりました。
　みなさまこんにちは。みなとメディアミュージア
ム（MMM）共同代表の小川です。新型コロナ
ウイルスによる影響は未だ大きく、さまざまな場
所で分断が生じています。
　何度目かの緊急事態宣言が発令され、ロッキンも中止になり、私たち
MMMも、いくつかの活動の制限をせざるを得なくなっています。大き
な災害の前で、文化芸術は声をあげることも許されないのでしょうか。
　それでも、と私は思います。それでも、なにか、まだできる。それでも、
私はアートを信じている。「それでも、けれど、だとしても……」こうした
声こそが、アートのチカラではないかと私は思うのです。
　那珂湊という場所においても、「それでも」という声は聞こえてくるので
はないでしょうか。それでも、みなと八朔まつりを。それでも、ロッキンを。
それでも、この町で、この場所で。そんなふうにして内側から燃え上がっ
てくる思いを、見なかったことにはしたくない。ごうごうと渦巻く時代の中
で、揺れる気持ちを表現したい。そうやって、那珂湊という場所でしか
生まれてこない「それでも」を丁寧に編み、アートという形にしていきた
いと思っています。
　今年2年ぶりの「MMM2020→2021」に参加してくださるアーティ
ストのみなさまと、その作品をみなさまにご紹介できる日を心待ちにして
おります。つきましては、地域のみなさまに気兼ねなく楽しんでいただけ
るよう、アーティスト来訪の際は抗原検査の徹底、体調管理、そして、
可能な限り実行委員のワクチン接種を進めております。
　夏はぜひ、那珂湊のみなさまの「それでも」を、どんどん聞かせてく
ださい！（美味しい食事処も教えてください）今年もどうぞよろしくお願い
いたします！
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作品の1つ、那珂湊一小4年生とのワークショップで制
作された駅猫ミニさむヘッドマーク。夏休みからMMM
の会期中、湊線車輌に掲出されます。

　東京五輪の県内聖火リレーの
ひたちなか～大洗コースの第一
走者として、7月4日、海浜鉄
道・吉田社長が出場しました。
おさかな市場を起点としたリ
レーは、歓迎セレモニーの後、

午前11時過ぎにスタート。日曜日とあって訪れた多数の市民や市場への買
い物客が見守る中、物々しい警備陣や伴走者、メディア関係者を引き連れて、
市場場内の予定コースを〝完走〟。聖火トーチを次の走者に引き継ぎ無事大
役を果たしました。
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「湊線ダイアリー」好評連載中!茨城新聞


